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※全大学とは大学IRコンソーシアムにおける2014年加盟の30大学
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１．はじめに

昭和40年代後半から20年程度にわたり25％前

後で推移していた我が国の大学進学率（18歳人

口比）は、その後15年程度ゆるやかな上昇を続

け、平成20年を境に50％程度で推移するに至り

ました。「大学のユニバーサル化」とも称される

この状況下では、学修に対するモチベーションが

低い学生の増加のみならず、名実ともに「多様」

な学生が入学し、すべての大学生への質保証教育

が困難になっていることは周知のとおりです。

日本学術会議では、平成22年、文部科学省の

依頼に回答するかたちで「大学教育の分野別質保

証の在り方について」と題する報告書を作成し、

「大学教育の質保証」に関する性能規定に相当す

る考え方を示しました。その一方、緩やかな機能

別分化の過程にある中で、各大学は「ディプロ

マ・ポリシー」「カリキュラム・ポリシー」「アド

ミッション・ポリシー」のさらなる明確化とこれ

ら「３つのポリシー」に基づく教育の質保証を行

うことが求められています。専門分野に応じた取

り組み自体も多様なものとなり、質保証の実質化

を模索中の大学が非常に多くなっているというの

が実情ではないでしょうか。

日本大学理工学部では、これらの課題の対策と

して、高大連携教育、入学前教育、授業外や休暇

期間におけるリメディアル教育（パワーアップセ

ンター）、資格試験対策講座、就職支援プログラ

ムなどを正課外で実施し、あわせて、平成20年

度からは初年次教育における学科統合型インセン

ティブ科目、スタディ・スキル科目を設置して質

保証の実質化を検討してきました。

本報告では、初年次教育における取り組みとその

教育効果について分析するとともに、理工系として

必要不可欠なスタディ・スキルの涵養に資する総合

的な教育プログラムの試行について述べていきます。

２．初年次教育の重要性

「私立大学教員の授業改善白書」[1]によれば、大

学生の基礎学力不足を指摘している教員は全体の

60％に上り、学修意欲についても40％以上が不

足していると回答しています。本学部では、時を

ほぼ同じくして、カリキュラム上で対策を講ずる

ために在学生の成績推移を調査し、図１のような

結果が得られました。図１(a)は入学時の成績と卒

業時の成績の相関を示したものですが、入学時に

学科統合型の初年次教育の試み

人材育成のための授業紹介・初年次教育

学部次長・教授 青木　義男

日本大学理工学部
准教授 中村　文紀

（左から中村、青木）

（a）入試時と卒業時の成績相関

（b）１年終了時と卒業時の成績相関

図１　大学生個人別成績の推移

入試の成績

卒
業
時
平
均
点

卒
業
時
平
均
点

１年終了時平均点
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６．現状での問題点や今後の予定、課題
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１．調査及び研究、公表・促進
１）人文・社会・自然科学の分野別に求められる
学士力を策定し、学士力を実現するための教育
改善モデルの提言を公表しています。また、教
育の質的転換に向けた教育改善を促進するため、
ICTを活用した能動的学修（アクティブ・ラー
ニング）への取り組み方策等について分野別に
研究し、必要に応じて教員有志による対話集会
を開催し、理解の促進を図ることにしています。
２）教育の質的転換に向けて教育改善に対する教
員の受け止め方を把握するため「私立大学教員
の授業改善調査」と情報環境の整備状況を振り
返り課題を整理するため「私立大学情報環境基
本調査」を実施、分析、公表しています。
３）人文・社会・自然科学の30分野で高度情報社
会を主体的・自律的に行動できる情報活用能力
の到達目標、教育学習方法、学習成果の評価に
ついてガイドラインを公表しています。また、
分野共通の情報リテラシーの目標、教育内容・
方法のガイドライン、情報専門人材教育の目標
等学士力のガイドライン、分野別情報教育の目
標等ガイドラインを公表しています。その他、
ガイドラインに基づく実践的な取り組み方策に
ついて研究します。

本協会は、私立の大学、短期大学を設置する学校
法人（正会員）をもって組織していますが、その他
に本協会の事業に賛同して支援いただく関係企業に
よる賛助会員組織があります。

本協会は、私立の大学・短期大学における教育の
質の向上を図るため、情報通信技術の可能性と限界
を踏まえて、望ましい教育改善モデルの探求、高度
な情報環境の整備促進、大学連携・産学連携による
教育支援の推進、教職員の職能開発などの事業を通
じて、社会の信頼に応えられる人材育成に寄与する
ことを目的に、平成23年４月１日に認定された新公
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益法人の団体です。　
本法人の淵源は、昭和52年に社団法人日本私立大

学連盟、日本私立大学協会、私立大学懇話会の三団
体を母体に創立した私立大学等情報処理教育連絡協
議会で、その後、平成４年に文部省において社団法
人私立大学情報教育協会の設立が許可されました。

���

正会員は236法人（255大学、80短期大学）とな
っており、賛助会員66社が加盟しています（会員数
は平成28年３月１日現在のものです）。会員につい
ては本誌の最後に掲載しています。

����

４）大学に共通する情報システムの課題を年次ご
とに研究し、公表しています。（現在は「学修ポ
ートフォリオ」を対象に研究しています。）
５）高度情報化補助金活用調査による財政支援の
提案

２．大学連携、産学連携による教育支援の振興
及び推進
１）インターネットによる電子著作物（教育研究
コンテンツ）の相互利用の仲介・促進を図って
います。
２）情報系専門人材分野を対象とした産学連携人
材ニーズ交流会と大学教員の企業現場研修の支
援及びICTの重要性を学生に気づかせる「社会
スタディ」を設定し、実施しています。
３）ｅラーニングによる教育支援の構想作り

３．大学教員の職能開発及び大学教員の表彰
１）情報通信技術を活用したレフリー付きの教育
改善の研究発表
２）教育指導能力開発のための情報通信技術の研
究講習
３）教育改革に必要な教育政策及び情報通信技術
の活用方法と対策の探求
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○分野連携アクティブ・ラーニング対話集会で紹介
された成功事例・失敗事例や、今後の課題に関す
る意見交換のビデオを視聴できます。
○「私立大学教員の授業改善白書」（調査結果）等を
通じて、分野別にICTを活用し先進的に取り組ん
でいる授業改善の動向を把握できます。
○加盟校限定の「教育改革FD/ICT理事長・学長等
会議」「教育改革事務部門管理者会議」等、経営管
理者向け会議に参加することで、教育改革とICT
を結びつけた最新の戦略情報を得ることができます。

○加盟校専用のビデオ・オンデマンドの仕組みを通
じて、アクティブ・ラーニングや教学マネジメン
ト等に関する話題性のある講演、教育改善・支援
に関する事例発表の動画を教職員に配信すること

４）短期大学教育を強化するための情報通信技術
を活用した教育改革と教学マネジメント体制の
研究
５）情報セキュリティの危機管理能力の強化を図
るセミナー
６）ICTを駆使して業務改善に取り組める職員の
能力開発の研究講習

４．法人の事業に対する理解の普及
１）機関誌「大学教育と情報」の発行とWebによ
る公表
２）地域別事業報告交流会の実施

５．会員を対象としたその他の事業
１）情報化投資額の費用対効果の解析評価と各大
学へのフィードバック
２）「大学間情報交流システム」による教育情報の

正会員：本協会の目的に賛同して入会した私立の大
学、短期大学を設置する学校法人で、本協会理事会
で入会を認められたもの。

交流
３）情報通信技術の活用、教育・学修支援、財政
援助の有効活用などの相談・助言
４）大学連携による授業支援、教材共有化、ｅラ
ーニング専門人材の育成、ｅラーニング推進の
拠点校に対するマネージメント等の協力・支援、
「日本オープンオンライン教育促進協議会
（JMOOC)」への支援
５）報道機関コンテンツの教育への再利用と問題
への対応
６）情報通信技術の紹介コンテンツ（ｅポートフ
ォリオ、電子カルテ等）の収集・閲覧
７）教育改革FD/ICT理事長・学長等会議、教育
改革事務部門管理者会議の開催
８）教職員の知識・理解を拡大するためのビデ
オ・オンデマンドの配信
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賛助会員：本協会の事業を賛助する法人または団体
で本協会理事会で入会を認められたもの。

で、FD・SDの学内研修に活用できます。
○教育の質的転換等の補助金申請（とりわけICT関
連）について、希望に応じて個別に相談し極め細
かい助言が受けられるとともに、大学組織向けの
説明も個別に受けられます。
○加盟校個別による情報化投資の独自調査を通じて、
情報環境の整備状況および活用状況の点検・評価
を行うことで、今後の対策について助言が受けら
れます。
○本協会の賛助会員である情報産業の関係企業に本
協会が仲立ちすることで、情報環境の整備に関し
て種々のアドバイスを受けられます。
○会議・講習会の加盟校の参加費は、非加盟よりも
有利に設定されています。
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「大学教育の質的転換改革を実現する
高校教育との一体的改革の方向性」

安西　祐一郎氏（独立行政
法人日本学術振興会理事長、
文部科学省顧問、高大接続シ
ステム改革会議座長）���
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１．教育改革は社会改革
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５．アクティブ・ラーニングの本質
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６．学習指導要領の抜本的改訂
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３．社会改革としての「教育の転換」
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４．受け身の教育から能動的な学習への対応
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７．高大接続システム改革の仕組
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「反転授業導入によるアクティブ・
ラーニングの深化と拡充」
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１．アクティブ・ラーニングを組み込んだ反転
授業

（１）アクティブ・ラーニングと反転授業
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（２）事前学修動画（ビデオ）の作成
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２．反転授業を組み込んだアクティブ・ラーニ
ングの試行

（１）座学中心の工学専門科目で試行
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（２）反転授業の試行結果
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【質問】
反転授業を多くの教員に普及させる戦略をどの

ように考えておられるか。
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「教育の質的転換を断行するための
抜本的改革の方向性を考える」

【話題提供】
「教養教育のカリキュラム・マネジメントによ
る全学的なアクティブ・ラーニングの展開を
目指した改革戦略」

松坂　誠應氏（長崎大学教学
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１．教養教育改革の背景・経緯
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３．全学モジュール科目の課題と今後のあり方
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２．全学モジュール科目（アクティブ・ラーニ
ング採用）の概要
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【話題提供】
「アクティブ・ラーニングの体系化と教員の教
育力養成、学修プロセス・成果の可視化を目
指した改革戦略」

稲葉　興己氏（玉川大学教学
部部長）より大学教育の質保証
に向けた取り組みを中心に紹介
が行われた。

１．大学教育の質保証
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４．アクティブ・ラーニングの全学的展開
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２．大学教育再生加速プログラムの概要
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４．アクティブ・ラーニングの実施状況
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５．今後の課題
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【話題提供】
「選抜型から育成型入試への転換による基礎学
力の向上と課題発見力・論理的思考を目指し
た高大接続の改革戦略」

福島　一政氏（追手門学院大
学副学長）��³�öØÞ�{
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１. 追手門学院大学の志願者数の推移
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２．なぜこの取り組みを考えたか
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３．アサーティブプログラム、アサーティブ入試
のねらい
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４．アサーティブプログラムの必要性
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５．アサーティブプログラムの要素
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６．アサーティブ入試の仕組みと結果・課題
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【全体討議：主な意見交流】
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［質問１］長崎大学の教養教育を全教員が担当し
ている経緯は何か。

［回答：松坂］¼¿����«Â ������
�øçÉCD��2��r�£Â �ß�~�

E���Á{Â�¬ ×ÉË��ßÉàÉ��

qØÞEÊ� Á¬Ìøê¸�����E��
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［質問２］玉川大学でＧＰＡによる学修警告が３
回されると退学になるとしているが、現実どの
くらい退学されているか。そのような仕組みを
導入して学生の意識は変わったでしょうか。

［回答：稲葉］|�¸;êê�Hóä���¬��
bÒ©Ó�ÔÑùf�b�¸ã�ØÞ3¬ �Á
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［質問３］追手門学院大学では職員がメインで対
応して、教員が表に出てきていないのはなぜか。

［回答：福島］ãC"Á� �&*+��Â �
Äì�²�ç���Æ�¸Ê�ñt¸«�Ì�

�ÊÆUé��ÂØ�8Â�.�¬�

［質問４］アサーティブプログラム、アサーティ
ブ入試の前は不本意入学者が多かったが、アサ
ーティブプログラムで実施した後は、100％近
くの学生が活発に学力に励んでいることについ
て、第一志望に選んだことによると捉えてよいか。

［回答：福島］
¿��,è��Gª� ����
×78��å¸²Þ£ØÂ ��
;��EÊ

éÅÏ�¸²��£Á��9:� �Á��¬
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［質問５］平成36年から教科情報が評価テストに
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導入されるということが検討される場合、大学
の情報系学部、研究科と高校との連携がさらに
進むような気もするが、それが全体に与える影
響はどういうふうになるのか。

［回答：安西］Ù�9è��ÉØÞ\Ù�Á��
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［質問６］玉川大学が2011年に行った半期16単
位は大変英断で素晴しいと思っているが、
2011年以前と以降で学生はどのように変化し
たか。また、ＧＰＡは科目の合否によって決ま
るので、トータルで不合格にするのは非常に難
しかったのではないか。学内コンセンサス、学
生への説明をどのようにされたか。

［回答：稲葉］méìI�â���¬��ßØÙ
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［質問７］10年以上大学で改革と言って努力をし
てきたが、日本の大学の国際評価は落ちている。
新しいアクティブ・ラーニングを入れ体制を整
えるだけでも教師は大変な負担だ。これまで国
際的に改革して評価が上がった大学がどれくら
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２．学修ポートフォリオ導入に向けた共通理解
の促進策
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組込みシステムの実践的なプログラミング教材の開発と主体的な学修を促進させる授業デザイン

a{$�;<NrbNc

�<5��<¶�¸½¾ýdà¢¸Íöþ�<�e,�fÏà�Òg+h".��̧ AL'Active Learning*TÑ
�ÌB¬­®¯Gà �<þ S�ij5D"7áó5��,�kl�² �DC4mnþ�<�+AB2S"

.� �ICT;��Ñ�opqU�°± !"�	
�+²þ¢6"ó¢ �.7©r�²�¸istuv×wx
�à5ë��Ò"þ�¬­®¯ÆU®���"istÂÃÄG�£�¤�+�ß.721 �ICT�yz�CD"
g{ �DC�\]|�ÍÎ }�CD"<¶ �½¾+ª��!�;�6"!â�Ñ�opqU 6"ó¢5�

Ñ��~�¢ÚÛ+;� 
�6"ó¢�5«.7\]|����[��¢�"!â \] Ñ�ÚÛ+¤�6

"ó¢ !��<¶�ICT+�, �;��C�¹�ÍÎ �Qß.\]+|��mnþ <�6"!â �ß.7

薬効・副作用の確認を目指したバーチャルフィジカルアセスメント学習教材とその効果

���ca�;<N��N��髙��Y����)��bº����v��
ÂÆÇî�ÂÉU�	¢ICT+�Q�.����8n�TvúI�8��Ã�U×'PA*<¿�£+¤���

�	#Ù���+�ß.7�£�WebJK¢���  C¡¢T¤�CD"7PA���<¿¢£¤<¿01<¥
ó¢�5«"7��<¿5�¦§�¨©ª«�ñ¦o�r¦o !ßC�L.�¬§4;ö­®ª«�¦ö­®�

�¯®�!�°±® !ßC�²M§ë"D�³M§�´ó��+µ�.721 �ó�1�­¶6Þ·¸6¢

¦>2S.7£¤<¿5��¹º��`�»¼��¯½®Ã×��î��ba£¤�PA�3Öþ n�5«�¾¿
ÝÀ¢�ÁÂ4`Í5ë"7¦§�¬§�!�Ã§+³Ä¢�.^Ã§U®Å�5���£ø�í�¡��Æ²

 �DC
�#Ù�é�1�.7!ßC���£�Ç.�<¿ÂÃÄG�2È¢�"5ëÉâ7

患者シミュレーターを用いて学生の議論と思考の展開を促す体験型薬物治療学習

ÊË�<;<NÌNÍÎ��ÏÐÑ

�<� ��"ÊË�<�	 �DC�<¶�lmÒ^�¢�CV�5;Ó2S" ��ÔÕÅ� Ö×SØ�

ÊË�gÙ+N¾�.�	��Ú5ë"7�#$5���ÛÍ��ÂÆÇî�Ü�+ø��C�\]�lm'�

Ý�m*¢Þ\]��m+ÁÂ�O6"ó¢5����ßí¢�m�\à+<¥/¿áo8�°±+Åt.7^

ì â�1�.01'£¤* ©�C�mX+%ã�SGD+�D�á��mX�\à+ä���ÂÆÇî�Ü�
5åg6"7���ßí�æõ�ß.ÙQ ��çèáâ�"�0+å,O�2S"ó¢5�á�ée01Ç.

��m+&��D¢D��Dó¢+���êÀ�01<¥�	ë5��õ�n¢Dâû¯½ùì½ùÃ01&�"

�	+²³�C/¿+Åt.7

「10分だけ反転授業」とスマートフォン版クリッカーの２年間

íî�;<N;ïð�

caebµ,�caeêµ, �Ã&�×vñUòù^½��+�D.ó��TÑ��Ò"¢�á�Öô+è�6"
.��ß¿�ö÷ !"õöÑ��ÒÓ ¼DCS�ij÷7

ÒÓøµ,'caebµ,* �DC���ù¶01�Dúû¢<¿#Ù�èé2��¡ý�ÐÙ+üý.7á�

¡���n¢�C<¶�ß¿ ©6"N¾�þDó¢�á��21 Ñ�í� 0�Cþr�.ó¢�î�
�

6�«014�2�.7ó�+��C�caeïµ,���ß¿�ö÷�� ©6"N¾)��Ã&�×vñUòù

^½��+�D.èéP1�ÚÛ
�I�S�it+�ß.7á�ØÙ�,>5�ß¿�ö÷��	��ñ¢<

>/���	þr�
���ù¶01�21 �Dúû�!��nÐ���ñ+
��.7

自己調整学習を促すICT活用と双方向授業

��$�;<N������Q~N��Ì�Ê��9v���.�0!�ó

<¶�\]^Ä¯Â�JÐ¢<�����ñ+²þ¢�.ICT�£;�¢�ó��Ñ� !"Ñ�
�+�ß.7
\]^Ä¯Â�JÐ ¼DC�����5�\]��¢ICT�£+�D.õöÑ� !�����<¶���þ �
�1�<¿é�+�Ü�C©Ü6"�ÚE+G� �.7<�����ñ ¼DC��<¿���E+!�6"

<¿"#$ä�ã&-%+Ú�6"012��X��&Ú'5��()��Û�2* !ßC����<¶��

1�<��+<¶�¹5
�6"Û�+� �.7�S�it�ÐÙ��<¿���E��2¢�<��+�@

��,�	 -F 
�.7L.��()��./+,Öþ �"¢�<¿�X�%ã���0���<¿+�

��.ó¢ !"�(#Î1��ñ�¢DâµÛ4�1�.72í�����<¿
 ª3.�!�#Ùþ�<

¿45�ë��+�O6"7



62 JUCE Journal 2015年度 No.4

月　日 会議名 会　場

�������	
��
○分野連携アクティブ・ラーニング対話集会で紹介された成功事例・失敗事例や、今後の課題に関する意見交換のビ
デオを視聴できます。

○「私立大学教員の授業改善白書」（調査結果）等を通じて、分野別にICTを活用し先進的に取り組んでいる授業改善
の動向を把握できます。

○加盟校限定の「教育改革FD/ICT理事長・学長等会議」「教育改革事務部門管理者会議」等、経営管理者向け会議に
参加することで、教育改革とICTを結びつけた最新の戦略情報を得ることができます。

○加盟校専用のビデオ・オンデマンドの仕組みを通じて、アクティブ・ラーニングや教学マネジメント等に関する話
題性のある講演、教育改善・支援に関する事例発表の動画を教職員に配信することで、FD・SDの学内研修に活用
できます。

○教育の質的転換等の補助金申請（とりわけICT関連）について、希望に応じて個別に相談し極め細かい助言が受け
られるとともに、大学組織向けの説明も個別に受けられます。

○加盟校個別による情報化投資の独自調査を通じて、情報環境の整備状況および活用状況の点検・評価を行うことで、
今後の対策について助言が受けられます。

○本協会の賛助会員である情報産業の関係企業に本協会が仲立ちすることで、情報環境の整備に関して種々のアドバ
イスを受けられます。

○会議・講習会の加盟校の参加費は、非加盟よりも有利に設定されています。

会議名 会　場月　日
１月12日（木）
２月予定
２月予定
２月予定
３月予定
３月27日（月）

アルカディア市ヶ谷（東京、私学会館）
東京都内を予定
東京都内を予定
未定
東京都内を予定
アルカディア市ヶ谷（東京、私学会館）

新年賀詞交歓会
産学連携事業 ［社会スタディ］
産学連携事業 ［大学教員の企業現場研修］
FDのための情報技術研究講習会
産学連携人材ニーズ交流会
第18回臨時総会

�

私情協ニュース

�������	
	��
�����

平成28年

平成29年

５月31日（火）
７月上旬予定
８月１日（月）
８月９日（火）
８月予定
９月６日（火）～８日（木）
９月８日（木）
９月予定
10月31日（月）
11月25日（金）
12月上旬予定

アルカディア市ヶ谷（東京、私学会館）
浜名湖ロイヤルホテル（静岡県）予定
青山学院大学（青山キャンパス）
東京理科大学 森戸記念館（東京、神楽坂）
未定
アルカディア市ヶ谷（東京、私学会館）
アルカディア市ヶ谷（東京、私学会館）
未定
アルカディア市ヶ谷（東京、私学会館）
アルカディア市ヶ谷（東京、私学会館）
北海道・東北・中部・関西・九州地域の大学

第16回定時総会
大学職員情報化研究講習会［基礎講習コース］
教育改革FD/ICT理事長・学長等会議
ICT利用による教育改善研究発表会
大学情報セキュリティ研究講習会
教育改革ICT戦略大会
短期大学教育改革ICT戦略会議
産学連携事業 ［大学教員の企業現場研修］
教育改革事務部門管理者会議
第17回臨時総会
地域事業活動報告交流会

12月予定 未定大学職員情報化研究講習会[ICT活用コース]
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教育コンテンツの相互利用
参加募集のお知らせ
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日 程：平成２８年８月９日（火）
場 所：東京理科大学　森戸記念館
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¢£¤������http://www.tus.ac.jp/info/access/kagcamp.html
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主催：公益社団法人 私立大学情報教育協会、後援：文部科学省(予定)

■応募要件
¥q�¦d�P§>�¨�7>N���F7OPQ
�©,�	����	�
�ª«¬�­®T;c¯�EFQ
�°,±²
³!�(�´Kµ¶�O�C	V
	Wij�µ·@´Kµ¶c¯�EFQ
�¸,	V�	W�
�G@
G¹�º9�»^7>N���c¯�EFQ
�¼,½¾¿�����K
���À:ªÁ��S���Q

■発表内容
Â
����G@
G¹��ÃÄ�ÅÆ�­®�G@
G¹�ÇÈ�7>qzNQ
Â
����ÉÊFËÌ��ICT���7>ÃÄ�j��Í���7�ÍF7��D�8�ÎÏ�Ç�D�7>qzNQ
Â
�LÐ���
�À:�LÐ���
�À:FÑÒ$*��Ó7>qzNQ

■発表時間
©d�ÔÕfÖ×�T;Øe×�?ÙyÚI×�ÛÜÝÞ°×,�ßà7>NOPQ

■発表方法
áâÛã�äw�À:@iT;�såN7OPQ

＜参考：授賞の基準＞ ]Y�æÝC�¥q�¨�7>N���F7OPQ
+��*,-./
�©,
����G@
G¹ªaç�º9zS>N���c¯�EFQ
�°,½¾¿���7�
����ÉÊFËÌªè�@c¯�EFQ
�¸,é�
�×êc�y�
ëìªí×�îcÕ���c¯�EFQ
�¼,ïð�ñò
��AB�óP�EFªô�>�îcÕ���c¯�EFQ

+01-,234567/
�©,
����G@
G¹ªº9zS>N���c¯�EFQ
�°,½¾¿���7�
����ÉÊFËÌ��õöª¯�EFQ
�¸,é�
�×êc�y�
ëìª�îcÕ���c¯�EFQ

+���
�©,
����G@
G¹ªº9zS>N���c¯�EFQ
�°,÷ø�z�i�Të
ëìª�îcÕ�EFQ

�©�ùú��Íiûü�ýº
þ����F7�]_D��
�F	�ª���<�	KÔÔ�
��iw>�
��7�������^�iª�
û@�9�P����K�	�ª«¬@�ÃÄ�T�7���N�7>N�	�Q

�°�ÃÄT�
ÃÄ���	�Q
�¸����æ �	�Q
�¼�	��]_����!"�ÝÞ�ó#�q$§Z%&��'�	�()�$#� '*+*�é�,-.òF�/0123�*+*ò,�]_�

45�
��6789�8��c�
�F	��	�()��:Z���<,Z!ø�ëì�]_ÉÊ�;ÁZ<��=>����?®ò,�
3P
�B�@A�B*C�**'(ZD�Ò�
E�2*³Q



67JUCE Journal 2015年度 No.4

募 集

■発表申込費と参加費
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■発表会に関するスケジュール
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■導入の背景
～初年次教育と少人数教育を軸にしたカリキュラム
改革～
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■導入ステップ１
～入試・学務データを統合した有機的連携基盤・
体制づくり～
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■導入ステップ２
～「学修状況の可視化」による学生サポート～
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■これからの取り組み
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「大学教育と情報」投稿規程 （2008年５月改訂）

１．投稿原稿の対象
情報通信技術を活用した教育および環境に関する各種事例、例えば専門科目の授業における情報通信技術の活用や
情報リテラシー教育の事例、ネットワークの運用・管理の事例、その他海外情報など、大学等に参考となる内容を対
象とする。
また、企業による執筆の場合は、教育支援の代行、学内システム管理の代行、情報セキュリティなどの技術動向、
などをテーマとした、大学に参考となる内容を対象とする。

２．投稿の資格
原則として、大学・短期大学の教職員とする。

３．原稿の書き方
（１）字数
3,600字（機関誌２ページ）もしくは5,400字（機関誌３ページ）以内

（２）構成
本文には、タイトル、本文中の見出しをつける。（見出しの例：　１．はじめに　２．＊＊＊　３．＊＊＊）

（３）本文
Wordまたはテキスト形式で作成し、Wordの場合は、図表等を文章に挿入し作成する。

（４）図表等
図表等、上記字数に含む。（めやす：ヨコ７cm× タテ５cmの大きさで、約200字分）
１）写真：JPEGまたはTIFF形式とし、解像度600dpi程度とする。
２）ブラウザ画面：JPEGまたはTIFF形式とし、解像度600dpi程度とする。なお、画面中の文字を明瞭にしたい
場合はBITMAP形式とする。
３）その他図表：JPEG、TIFF、Excel、Word、PowerPointのいずれかの形式とする。

（５）本文内容
１）教育内容ついては、学問分野、授業での科目名、目的、履修対象者と人数、実施内容、実施前と後の比較、
教員や学生（TA等）への負担、教育効果（数値で示せるものがある場合）、学生の反応、今後の課題につい
て記述すること。
２）システム構築・運用については、構築の背景、目的、費用と時間、完成日、作成者、構築についての留意
点、学内からの支援内容（教員による作成の場合）、学内の反応、今後の課題について記述すること。
３）企業による紹介については、問い合せ先を明記する。

４．送付方法
本協会事務局へ以下のどちらかの方法で送付する。
１）電子メール：添付ファイルの容量が10MBを超える場合は、２）の通り郵送する。
２）郵送：データファイル（CD、MOに収録）とプリント原稿を送付する。

５．原稿受付の連絡
本協会事務局へ原稿が届いた後、１週間以内に事務局より著者へその旨連絡する。

６．原稿の取り扱い
投稿原稿は、事業普及委員会において取り扱いを決定する。

７．掲載決定通知
事業普及委員会において掲載が決定した場合は、掲載号を書面で通知し、修正を依頼する場合はその内容と期日に
ついても通知する。

８．校正
著者校正は初校の段階で１回のみ行う。その際、大幅な内容の変更は認めない。

９．「大学教育と情報」の贈呈
掲載誌を著者に５部贈呈する。希望に応じて部数を追加することは可能。

10．ホームぺージへの掲載
本誌への掲載が確定した原稿は、機関誌に掲載する他、当協会のホームページにて公開するものとする。

11．問い合わせ・送付先
公益社団法人私立大学情報教育協会事務局
TEL：03-3261-2798　FAX：03-3261-5473 E-mail:info@juce.jp
〒102-0073　千代田区九段北4-1-14　九段北TLビル4F
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機関誌「大学教育と情報」アンケート
より充実した情報を掲載していくため、ご意見をお寄せ下さいますようお願いいたします。

＜ご回答方法＞
○　Web画面にご記入の上、送信　　http://www.juce.jp/jenquete/
○ 本ページをコピー、ご記入の上、FAX（03-3261-5473）にて送付

１．今号についてご感想やご意見をご記入下さい。

２．本誌で今後掲載してほしい内容についてご意見をご記入下さい。

３．ご回答いただいた方について、下記に該当するものを選択下さい（複数回答可）。

大学・短期大学の教員 大学・短期大学の職員
□　学部 □　教育支援部門
□　教育支援部門 □　FD部門
□　FD部門 □　情報センター部門
□　情報センター部門 □　管理部門

□　その他
□　賛助会員の企業
□　その他








